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東京都高校野球東西対抗戦 東海大菅生vs 帝京 

閉会式後の記念撮影 2020.8.10 

於 ダイワハウススタジアム八王子 

八碁連HP https://hachigoren.com 
 

巻頭言 

［碁］」を楽しむ            元八王子囲碁同好会 幹事 棚原 英治 
 
私が囲碁に出会ったのは、就職した会社の囲碁部でした。福利厚生が充実していて、文科系の中でも囲碁部を始

め茶道部、華道部、ヨガ部等人気があり活発に活動していました。囲碁部員も40名くらいいて活動していました
が、仕事の都合で対局できない部員も多くいました。対局日は、週2回、就業後に部室に５名から6名いつも決ま
ったメンバーが集まり時間を忘れて終電になるまで打っていました。年2回の社内大会、年末には、忘年会を兼ね
て箱根の保養所で囲碁合宿を行い温泉浴、森林浴を楽しみました。 
月１回、日本棋院からプロ棋士を招いて指導碁お願いしていました。９子局で打ってもらいましたが、なかなか

勝たせてくれませんでした。恵まれた環境の中で碁を打てたことは最高の喜びであり幸せでした。数年前に退職し
てからは、地元の碁会所で打っていました。碁仲間から元八王子囲碁同好会を紹介され、早速竹添会長に入会の希
望を伝えると快く入会させていただきました。 
毎週日曜日の例会の他、地区の活きいき大会、市民大会、こども囲碁教室、１２月の有志囲碁合宿に参加して多

くの囲碁仲間、碁敵と楽しく碁を打つことができました。同好会の例会では対局前に勉強会をしています。どうす
れば碁が強くなれるか、その上達方法はいろいろあると思います。 
主に囲碁本を参考書に布石から詰碁、手筋の問題など取り入れ解説、また会員同士の打った棋譜を教材にして高

段者の協力を得て大盤検討会もしています。実践の中から学ぶことが多く布石からヨセ、手筋，死活等指摘して棋
力向上に努力しています。 
強くなりたい気持ちは皆同じだとおもいます。囲碁は子ども、性別、年代を超えて対等に接するゲーム、良き仲

間お互い切磋琢磨し、良きライバル碁敵は宝ものです。 

八碁連だより 

八王子囲碁連盟の目的	

八碁連は市民が、伝統文化である囲

碁を通じて親睦を図り、健康が維持

できるような機会を提供し棋力の向

上を目指すとともに、囲碁の啓蒙と

普及に努めることを目的とする。	
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◆令和２年度定例総会が開催されました◆ 
コロナ禍の影響等で、延期になっておりました令和２年度定例総会が７月３１日(金) 東浅川保健福祉センターに

於いて開催されました。 
今回は会議室の定員制限のため本部理事、前会長、地区同好会会長、諮問委員の合計１７名で行われました。 
議長選出、会長挨拶の後、吉澤實前会長の議長の下 令和２年度総会議案書に沿って審議が進められました。 
① 令和元年度事業報告    可決 
② 令和元年度決算報告    可決 
③ 令和２年度事業計画（案） 可決 
④ 令和２年度予算（案）   可決 
⑤ 提案事項 
・規約第７条に役員の任期延長規定を設ける件  可決 
・新規事業の提案の件 時間不足のため５つの重点項目に関する説明ができず  保留 

⑥ 令和２年度役員等     可決 
最後に新任理事、南正一郎理事、武中章三理事、端山昌夫理事の紹介と挨拶があり閉会しました。 
尚、旧理事の森本康男氏、木河専氏、白石好伸氏が退任しました。 
ご苦労様でした。今総会には出席しておりません。 

 
質疑事項と回答 
・八碁連Webサイトの管理運営費の明細は八碁連だよりに掲載する旨報告しましたので、次頁に掲載しました。 
・その他 級位者の級位認定に関する件、本部大会収支に関する件、本年度の会費徴収に関する件、総会開催を４
月第２週にする提案、棋聖大賞、タイトル大会等の開催についてなど多くの意見交換がなされました。 
 上記の案件及び、保留となった提案事項５重点項目に関しては、理事会で検討後、会長会又は臨時総会にて議論
することになりました。 
詳細は各同好会会長あてに配信してあります議事録を参照願います。 
 

 
                                        令和２年度 

定例総会の様子 
                                        今回は全員マスク着用 
                                        ３密対応です 
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令和２年度役員（理事）	

	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

八碁連Webサイト運用とその経費について          成田 滋 
 今年度の総会において、私から八碁連Webサイト運用に関わる費用について説明するとお約束いたしました。
平成31年度の総会で第５号議案として新規事業を提出し、その中に新しい八碁連Webサイトの構築を提案しま
した。新サイト構築の提案として、それまでの八碁連 HP の課題やドメイン(hachigoren.com)取得の利点、八碁
連だよりなどのアーカイブの持続的な保存の必要性などを指摘しました。そして新しい八碁連Webサイトは総会
にて承認されました。 
 サイト構築には、ドメイン取得とレンタルサーバー契約に関わる費用が発生することを説明し、議案書で以下の
ように説明しました。 
・ ドメイン登録料は年間700円から1,200円（年間の更新料） 
・ レンタルサーバーの使用料は年間12,000 円から15,000 円位
（料金は業者によって異なる） 
八碁連Webサイトの構築についての費用は含まれていません。構
築作業は小生と友人によるボランティアで行いました。 
昨年度のドメイン登録料と更新費用は３カ年契約で 4,147 円、

レンタルサーバー料金は20,960円で合計25,107円となりました。
月平均2,092円となります。今年度の八碁連Webサイトの運用経
費は、一年間の実績からレンタルサーバー料金の20,960円前後に
なると予想しています。ドメイン更新料は令和元年から３年度まで
を支払っているので費用は発生しません。 
八碁連Webサイト上の広告掲載料は３つのスポンサーからの36,000円を想定しています。従って、不測の事

態が起こらない限り今年度からはサイトの運用は黒字となるはずです。 
 なお、今年の７月に｢八王子囲碁連盟の Web サイトの利用統計と分析｣という拙稿をHPに掲載しました。ご参
考になれば幸いです。 
https://hachigoren.com/wp/wp-content/uploads/2020/07/Hachigoren-Web-Stat.pdf 

昨年度からの役員 左から 
成田 滋 （会長）大和田 
高取 民治（競技）川口 
鈴木 富士雄（広報）長房 

新役員 左から 
南 正一郎（副会長）浅川 
武中 章三（会計）南大沢 
端山 昌夫（用具）台町 
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大会中止のお知らせ 
! 第70回八王子市民文化祭囲碁大会   11/3  中止  理由：コロナ感染の収束が見込めない 
! 第31回八碁連囲碁大会 3段以上    11/8  中止     同上 
! 同上          2段以下   11/22 中止     同上 
 

エッセイ 

永井荷風が大事にした三カ条    池口隆久（赤石五郎）  
 永井荷風と言うと、大作家というイメージがまず浮かんで来るが、実は当時の人の目からみると大変な変人でも
あったらしい。今でも会えるならお会いして話を伺ってみたい人の一人ではある。 
 父親の決めた通りに教育を受け、フランスとイギリスへ数年間留学させてもらいながら、帰国してからは「自主
性が芽生えた」のか、親の計画通りのエリートとしての人生を送らなくなってしまった。それこそ自由奔放な当時
ではかなり進歩的とも思える思想を持ち、自由気ままな作家の生活を過ごしていた。小説を書くことにかけては真
剣に取り組んでいた。また、毎日の生活では、実に生真面目な常識人であった。 
 彼の守っていたその三カ条とは、 
1 老後は、キョウイクとキョウヨウが大事 
2 行きつけの店を持つ 
3 お金はあっても節約が大事 
 
「キョウイク」とは教育ではない。「今日行く」である。「キョウヨウ」は教養ではない。「今日（の）用」である。
つまり、きょう「出掛けていくための用（件）がある」ことが大事なのである。実に身につまされる。面倒だから
と何時でも家でごろごろしていたら、認知症になること疑いなしである。まさに、荷風の卓見である。言われてみ
れば何でもないことだが、これを堂々と自身の生活信条第一条に据えたのがエライ。 
 彼は、下駄を履いて下町の細い路地を散歩するのが好きだった。彼の下駄のすり減りようを見たらそれがよくわ
かる。下駄を履き、杖代わりの蝙蝠傘を持ち、歩いて「行きつけの店」に行って昼食をとったらしい。 
 「お金はあっても無駄遣いはしない」のは、父親から受け継いだ生活信条と思える。彼は認めたくはないであろ
うが、父親の言うことを知らず知らずに守っていたのである。 
 彼の作品の中で一番大事にしていたのが、彼の日記「断腸亭日乗」であった。昭和20年３月の東京大空襲の際
も、その「日乗」を物入れ〔金庫）から取り出して持ち歩き、身をもってこの日記を守ったという。それほど大事
にしていたのである。支那事変でくすぶり始めていた、アメリカとの確執が、とうとう真珠湾攻撃で始まり太平洋
戦争に突入という結果となり、彼はやりきれない思いを抱いていたらしい。国中をあげて「鬼畜米英」の風潮に染
まっていく。欧米に留学経験のある荷風は、何ともやりきれぬ思いに心を満たされていたことであろう。彼の心の
満たされぬ思い（やるせなさ、あきらめ）を読み解く手懸かりが、彼の「断腸亭日乗」でわかるはずである。そう
いう意味でも、彼が一番大事にしていたこの日記は価値がある。 
 彼を、「断腸」とまで言わせた彼の病気も、この日記を読むと分かるかもしれない。彼の死因は胃潰瘍ということ
になっているが、それより以前の彼の毎日の食事（フランスで覚えたクロワッサンを好んだ）に問題があったかも
しれない。洋風好みの彼が好んで毎日とったパンの原料である小麦粉が腸内のガス発生の原因物質であり、それ（ガ
ス）が、腸内の病菌を逆流させ胃を悪くさせ、あるいは、そのガスが脊髄を通って脳まで有害物質を逆流させ、脳
に影響を与えていたのではないかという医者もいる。 
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	 彼の病気を解明する手懸かりになるのもこの日記なのである。戦争直後の２年間は彼の「断腸」がおさまってい

たのも、この医者の説の正統性を裏書きしているのではなかろうか。彼が、せめてパンではなくコメを好んでいた

ら、もう少し長生きできたであろうか。	

	

落語	 ｢碁泥｣	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 成田	 滋	

	 夏目漱石が｢柳家小さんは天才である｣と言ったそうです。落語家で五代目の柳家小さんのことです。落語家として初の

人間国宝に認定された名人です。特に蕎麦を｢たぐる｣芸は有名であり、日本一であると言われたほどです。私は落語が大

好きです。｢落碁｣はよく打ちますが、、、。	

	 柳家小さんには、いくつかのエピソードがあります。昭和 11 年の二・二六事件のクーデターでは、反乱部隊の機関銃

兵として警視庁占拠に出動します。鎮圧されてから、本人はあくまで演習だろうと思ったそうです。もう一つ、高座の合

間に脳梗塞で倒れます。救急車に載せられて病院へ向かう途中「高速は使うな、NO高速（のうこうそく）」と言ったとか、

言わなかったとか。枕でケチを笑うネタとしてよく使われます。	

	 碁にはいくつかの格言があります。「碁仇は憎さも憎しなつかしし」、	

「下手の考え休むに似たり」、「凝っては思案に能わず」、｢岡目八目、	

呪文は無用｣。本稿で紹介するのは、ヘボの碁仇の演目です。	

	 	

	 碁仇の二人がいます。いつも煙草を吸いながら碁に夢中になり、	

畳はあちこち焼け焦げだらけです。おかみさんから苦情が出るのです。	

それなら碁を一局打った後で、別の部屋で煙草吸おうとなって対局開始です。	

ところが碁に夢中になって、おかみさんに向かって「煙草盆の火が来てないぞ」と言い出すのです。	

	 困ったおかみさんが一計を案じ、煙草盆に真っ赤なカラスウリを入れて持って来きます。火がついていない煙草をスパ

スパやりながら夢中で碁を打っています。これなら火を出す心配はないと、おかみさんは風呂に入ります。その隙に入り

込んだのが碁狂いの泥棒です。	

	 大きな風呂敷包みを抱えて失礼しようとすると、奥から聞こえる「パチリ、パチリ」と響きのいい音。泥棒は碁石の音

のする方へ引き寄せられます。大きな荷物をかついだまま、碁を観戦し始めた泥棒、	

あまりのヘボさに黙ってはいられません。あれこれと口出しし始めます。	

口出しする男にやっと気がついた碁仇の二人。	

	 碁仇１	 「うるさいなあ、一体おまえは誰だい」	 と一手打ちます。	

	 碁仇２	 「それでは私もおまえは誰だい」	 と一手打ちます。	

	 泥棒	 「へい、泥棒でして」	

碁仇	 「ふーん、泥棒、泥棒さん、よくおいでだね、」と言ってまた一手打つのです。	

	

	

令和2年7月度理事会報告 
日時 令和2年7月24日(金)  午前9時～11時30分 
場所 東浅川保健福祉センター 創造活動室3F 
出席者 成田、南(記)、高取、武中、鈴木 端山 吉澤相談役（総会対応の為出席をお願いしました） 
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報告事項 
① 令和元年度決算書の監査について  

7/20監査実施も細部で手直し要求があり検討継続中（再監査の予定） 
② 同好会活動の再開状況について 
・「八碁連だより8月号」や「Webサイト」で紹介した通り、7月に入り活動が再開されつつある。 
・東浅川保健福祉センターの入門コース、初心者教室もスタートした。 

③ オンライン囲碁講座について 
・吉澤相談役を主たる講師として、月２回のペースで開催継続 

 
議案の決定事項（抜粋） 
① 第70回市民文化祭囲碁大会（7月3日）の開催について 
・中止とする。 現時点での会場利用要件（定員75名、仕切りフェンスの設置、館内での食事不可等）から 
 総合的に開催は難しいと判断した。 

② その他の本部大会について 
・年内に予定されている八碁連大会(11/8 11/22)は中止  開催要件の好転が見込めないため 
・来年予定の棋聖大賞大会（1/17） タイトル大会（2/7） 女性大会（日時未定）は、状況が好転すれば、 
実施の方向で計画 

③ 級位認定と昇級基準の提案（昇級の機会を増やし、級位者のモチベーション向上を図る） 
・同好会会長の判断で5級まで昇級させることができる。 
・同好会主催の活きいき大会で級位者を対象とした級位者大会を開催することができる。 
・その他の昇級基準 
八碁連方式の場合は優勝者と準優勝者が1階級昇級 
スイス方式の場合は、4回戦を行い優勝者以外でも全勝者は1階級昇級 尚、7級以下の全勝者は2階級
昇級とする。また、1級から初段への昇格は、八碁連方式、スイス方式共に優勝者のみとする。 

   （本提案は、会長会又は臨時総会等に提案して実施を検討する） 
④ 総会準備について 
・会場設営、時間割、理事役割確認、 

⑤ その他  
・会長会を8月14日に設定してあるが、総会と日程が近いので別途再設定する。 
・八碁連会費は、前の理事会で決めた通り下期からとする。   （以上 詳細は議事録参照願います） 

 
編集後記 
新型コロナウイルスに追い打ちをかけるような連日の猛暑で、熱中症も心配される昨今です。八碁連だよりが皆様
のもとに届くころには、暑さだけでも収まっているでしょうか。コロナは収束どころか若者から高齢者にも増えつ
つあります。定例会を再開されている同好会の皆様には十分注意をしながら楽しみ、少しでもストレスを解消して
ください。残念ながら年内の大会はすべて中止になりました。早く大会で皆様とお会いしたいものです。 
表紙に掲載しました写真は、八王子の球場で開催された高校野球東京都東西大会の記念撮影時のものです。甲子園
もコロナで中止、高校球児も可哀そうですが何とか我慢して頑張っています。我々も大会開催に向けては、もう少
し我慢が必要かと思います。広報担当としては、大会の開催予定を早く掲載したい気持ちでいっぱいです。  
                                          (文責 鈴木富士雄) 


